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い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
健
康
で
生

き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

健
康
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

と
、
地
域
社
会
へ

参
加
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

甲
州
市
で
は
、
年
々
多
様
化
す
る
福
祉
・

生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た
情
報
提
供
や

各
種
教
室
や
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
健
康
づ
く
り
は
も
と

よ
り
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
も
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

健

康

増

進

と

地

域

交

流

を

目

的

と

し

た

「
い

き

い

き

健

幸

教

室
」
「
健

幸

隊

」
「
ふ

れ

あ

い

・

い

き

い

き

サ

ロ

ン

」
、

公

民

館

等

で

開

か

れ

る
様

々

な

趣

味

を

学

ぶ

教

室

な

ど

に

は

、
多

く
の

皆

さ

ん

の
「
大

き

な

笑

顔

」

が

満

ち

溢

れ

て

い

ま

す

。

友

人

や

世

代

間

の

交

流

、

趣

味

を

楽

し

む

こ

と

は

、
「
充

実

し

た

生

活

」
　「
い

き

い

き

健

幸

」

へ

と

つ

な

が

り

、

さ

ら

に

は

高

齢

者

の

皆

さ

ん

が

生

き

生

き

と

輝

け

る

大

き

な

意

義

を

も

つ

こ

と

に

も

な

り

ま

す

。

平成28 年６月　 ４
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笑 顔 年゙轟 叫う

圧 疆 泌
り 呵 ｎ

ふれあい・いきいきサロンで

歌や体操をしたり、人と話し

たり、交流することで、とて

も楽し＜過ごしています。ま

た、甲州市ボランティア連絡

協議会としても活動していて。

どれも日々の張り合いになっ

ています。

５　 広報こうしゅう

綴 目ま辿
u ｓiljJ;ａjl

健 康 の 秘 訣 と し て、 ふ れあ

い・いきいきサロンや教室で

の様々な 体操 を毎日やってい

ます。趣味の書道を長年続け

て、充実した日々を過ごして

います。「よ＜食べること」「規

則正しい生活を心がけること」

が元気の源です。

ふれあい・いきいきサロンやい

きいき健幸教室などに参加した

り、笑顔で元気に暮らしている

皆さんの声を聞きました。

W 程 苓知
暇 取 乃

日々、舞踊やブランドゴルフ

をして体を動かすようにして

います。旅行が大好きで、全

国各地へ行っては、趣味の水

墨画をしています。大和文化

協会の活動として健康舞踊教

室も開き、秋に行う甲州市文

化祭で披露しています。

）



中央公園）｀グラシドゴルフ（5月2硲 Ｊ

寺
集
ま笑

顔

で
浄

重

ね
よ
’フ

支えあい 安心・安全の暮らし

地域全体で支える地域福祉
甲
州
市
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
福
祉

社
会
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
や
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま

た

、

第

２

次

甲

州

市

地

域

福

祉

計

画

の

基

本

理

念

「
支

え

あ

い

、

安

心

・

安

全

の

暮

ら

し

づ

く

り

」

に

基

づ

き

、

甲

州

市

社

会

福

祉

協

議

会

や

民

生

児

童

委

員

、

各

種

事

業

所

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

と

連

携

を

密

に

図

り

、
「
意

識

・
人

づ

く

り

」
　「
協

働

に

よ

る

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク
づ

く

り

」
「
体

制

・
仕

組

み

づ

く

り

」

「
生

活

環

境

づ

く

り

」

を

重

要

視

し

た

、

総

合

型

・

参

加

型

の

地

域

福

祉

を

推

進

し

て

い

ま

１）老人クラブ活動へ　　 ７・

の支援

２）生涯学習の推進

３）スポーツ･レクレー

ションの推進

４）地域活動・社会活

動への参加を推進

５）就業等への支援
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昌圧抑 胆守)座Ｕ叩回俗儒咤町へ

いきいき健幸教室

市や社会福祉協議会では、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で、健

康でいきいきと安心して暮らすことができる地域づくりを目指し、

様々なサロンや教室を開催しています。

誰もが住み慣れた地域で、健康で快適に暮らす生活支援と、要介護状態の寝たきり予防策のひとつ

として、65 歳以上の方を対象に簡単な筋力トレーニングを行う、いきいき健幸教室を市内14 会

場で開催しています。

塩山保健福祉センター／塩寿荘／塩山西公民館／塩山東公民館／奥野田公民館／神金公民館／大藤

公民館／松里公民館／玉宮公民館／勝沼健康福祉センター／勝沼市民会館／等々力自治公民館／大

和公民館／日影いこいの家

◆お問い合わせ先　介護支援課　介護予防担当　Ｓ３４ － 543 ４

健 幸 隊

地域のつながりの中で、健康づくりや生きがいづくりをサポートするため、地域の仲間で自主的に

介護予防活動をしていただけるグループ（健幸隊）を募集し、講師を派遣しています。

塩山東公民館／下塩後公会堂／神金公民館／勝沼市民会館

祝地区　いこいの家／休息自治公民館／勝沼４区集会所

◆お問い合わせ先　介護支援課　介護予防担当　昔３４ ・ 543 ４

定期的に

甲州市の老人クラブ

つ



第５１回甲州市ふるさと武田勝頼公まつリ

蘇 る 勝 頼 の 魂　 戦 国 絵 巻 さ な が ら

４月２４日、第５１回甲州市ふるさと武田勝

頼公まつりを、大和中学校校庭を主会場に開

催しました。今年は過去最大１００名を超え

る勝頼公軍団が勇壮に行進し、戦国時代さな

がらに出陣絵巻を繰り広げました。また大和

伝統である巫女の舞の奉納など、武田勝頼公

への感謝の気持ちと、武田家の聖地としての

思いを今に受け継いでいました。

哀愁の武将・勝頼公を偲ぶ企画展

大和図書館では、小説で描かれる武田勝頼公

の最後を知ってもらいたいと、企画展「哀愁

の武将・勝頼～小説にか描かれる屋後～」を

開催しています。勝頼公が、武田家最後の武

将として、歩んだ歴史と想いがわかるパネル

展示は、６月３０日まで行っています。

勝沼中学校　ジベ処理体験
ぶどう産地の心に触れる

５月１２日、１３日の両日、勝沼中学校２年

生が、勝沼町内のぶどう畑でジベ処理実習を

行いました。この実習は、ぶどう栽培につい

ての理解や勤労の尊さや奉仕の心を培うこと

を目的に、実施しています。「おいしいぶどう

になってほしい」と生徒の皆さんは、ジベ処

理作業を通じて、ぶどう農家の苦労とともに

産地の伝統を感じていました。

平成28 年６月　１４



弘
現 代 に 伝 承 地 域 の 伝 統 文 化

受 け 継 が れ る ゛こ こ ろ 。

市内 には 様々 な 地域 の伝統と 文化 が、住民 の

受け継ぐ心 によって継承されています。

家内 安全、 無病 息災、果 実豊 作、開 運成 就を

祈る想 いが 「祭り 」と なり、 放光 寺 「大 黒天

大 祭」（４月 ２９日 ）、一之 瀬高 橋 「春駒」（５

月 ３日）、大善寺 「藤切り祭」（５月８日）など、

先 人から 伝わる 地域伝 統文化 が今 年も 盛大に

開催さ れました。

奇祭「藤切り祭」
市教育委員会では、国から

を 調 査

｢記録作成等の措置

を講すべき無形の民俗文化財｣ の選択を受けた

大善寺の｢ 藤切り祭｣ について、祭の詳細を把

握し、後世に伝えるため、１２名の学識者を調

査員として委嘱し、平成２７年度から２ヶ年で

文献調査や民俗調査等を行っています。

｢藤切り祭｣に向けた準備(藤とり、旗たて)から、

祭典の流れなどを記録し、年度末には調査報告

書としてまとめ、今後の文化財保護と活用につ

なげていきます。

１５　 広報こうしゅう
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一白一に回回･卜に二,大 自 然 に 抱 か れ た 甲 州 ア ル プ ス

大菩薩山系の魅力を再発見

23　 広報こうしゅう

弘
大 菩 薩 ト レ ッ キ ン グ

新 緑 の 大 自 然 に 抱 か れ て

甲州市観光協会は５月１２日、大菩薩峠を満

喫する大菩薩トレッキング～甲州アルプ スを

歩＜新緑編～を開催しました。

市内外からの参加者６５名が「大菩薩」と「丸

川」の２コースに分かれて、地元ガイドの案

内をきさながら、芽吹き始めた木々や鳥など、

新緑の大菩薩を楽しみました。

25　 広報こうしゅう
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但判蛸i冷ｂ
たかの ゆうま
高 野 悠 真 く ん(8 ヶ月)

初節句でお祝いをしてもらいご機
嫌の悠真♪いつも笑顔をありがと
う口これからも元気に育ってね☆

父・和成さん、母・麻耶さん

(熊野)

はしづめいつき橋爪 一生くん(2 歳)

マイペースで、ちよつぴ０とろい、車

が大好きないつき☆いつも幸せと笑顔

をありがとう口大大大好きです口

母・美沙さん

(下塩後)

わ が 家 の ス タ ー

丿 お子さんの笑顔写真

(大募集

◇･お 申し込み・お問い合わせ先◇

策秘書課 秘書・広聴広報担当

容３２－5063

メう レinfo＠koshu･yamanashijp

私
た
ち
の
声
を
、

私
た
ち
の
将
来
に
。

公職選挙法の一部改正に伴い、選挙権年齢が満20 歳以上から満18 歳以上に引き下げ

られます。この改正公職選挙法は、昨年公布され、６月19 日以降に公示される選挙か

ら適用されます。今夏に予定されている参議院議員通常選挙から適用される見込みです。

これから満18 歳以上満20 歳未満の皆さんが、新たに選挙に参加（投票）できること

になります。政治や選挙に関心を持ち、大切な一票を投じましょう。

◆甲州市選挙管理委員会◆
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